
Title ウィリアム・スタンリー・ジェヴォンズの書翰に現れたる其の「経済学理論」
Sub Title
Author 高橋, 誠一郎

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1929

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.23, No.9 (1929. 9) ,p.1312(116)- 1333(137) 
JaLC DOI 10.14991/001.19290901-0116
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19290901-

0116

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


S
 
十
I
 

(

s

i

 

觀

シ

ズ

：

の

：

.
:■.
I

...
r
'
H

 
ハ

. 

. 

.

.

.

.

. 

. 

:
• 

. 

. 

, 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

ウ
ィ
リ
ア
ム

‘

ス
タ
ン
リ
—

•

)

レ
ユ
ヴ
ォ
ン
ズ
の

書
翰
に
現
れ
た
る
：
：
其
の

「

鑛
濟
學
理
論

」

:;

. 

. 

.

•

•

•

•

:

•
 

•

 .

 

. 

•

 

-

 •

 •

 

.

 

.

 

.

,;
高

::
:'
橋

—

ニ 

®

:

味

を ゥ 
持 イ
o  v

十
五
A\L

九

ム
•
ス
タ
ン

J 

I
•
ジ
ェ
グ
ォ
ン
ズ

(willia

日

S
t
a
nley 

J
e
v
J
3

 

:が

#

め
て
雜
濟
學
ド
典
，
 

至
つ
た
の
は
、一

.
千
八

1?
五
十
七

:#
,の
頃
で
あ

.，0

た
。
',
'
奪
れ
の
—

は
一
千
八
苜 

月
一

.
日
で

.

.あ
る
か
ら
、彼
れ

」

は
當
年

JE
d

R

y
十

芬

才

の

臂

年

で

あ

つ

た

。
.'
#

ぬ
 

が
部
米
だ
十
九

k

ii
た
ず
し
て
、將

s

k

p
洲

シ

ド

一

一

ィ

欠

建

彀

せ

：ら

れ
^
.ビ

す

新

造

幣

厨.
0
|

 ̂

 ̂

^

 

»

^

L
 

I

O

:

: # 

れ
は
及
の

4

七
月
十
七
日
附
を
以
：つ
て
其
の
妹
へ
ン
リ
エ
ッ

 ̂

^
 

さ

^

つ
て
云
ふ

*

水
：̂
め
六

 >

 

;月
_

に
於

S

 

'て：、
^

も
%

七
用

^:
た
爾

*

*

_

あ

な

た

，
は
、
あ

な

た•
か
之
れ
を
學
修

.し
た
後
で
な
け
れ
ば
、を

.れ
が
何
を
意
球
す

^

か

V
J

沄
ふ
乙

. 

ビ\

も
、又
介

/

c:n
•か

何
で
あ
る

か

ビ

云

ふ

Z:
€

も

お
判

>;
^

^
‘

な

s

 

p

あ

ら
，っ

,0
然
ー
し
；
亦

が
 

ら

、
之

れ

k
:

掃
つ
た
漭
化
取
っ
て
は
、そ
は
其
の

^

. 0 
K 

0 

S 

0 
0
^
.
^
i 

 ̂

^

^
 

o 

-
 ̂

p
^
, 

t
e

r
s

 

.

&
 J

o
u

r
n

a
l

 

o
f

 

W
:

 

S
t

a
n

l
e

y

 

J
e

v
o

n
s

,

 

e
d

i
t

e
d

 

b
y

 

h
i

s

 

w

i
i ?

:

I

O O

00
6, 
p

'

av o
v

翌
五
十
八
年
ニ
月
ニ
十
八
日
、ジ
ェ
グ
,ォ
ン
ズ
は
取
ら

^

へ

x

リ
エ
ッ
タ
：

k

與
へ
て
云
^
私 

は
あ
、#

た
が
經
濟
學
を
以
つ
て
、そ
れ
炫

r

 

M

 

く
a

い
も
の

ビ
，
.
0
め
れ
な
ら
た
こ
ど
を

«

ば 

し
ぐ
思
ふ

..
0

「

國

當

恐

ら

く

-

此
の
問
題

.

に
_

す
を

*

も
'

鸛
_

な
“

のヾ

>

 

一
Q .
:^:
:ぁ
ら
杏

c

 

ぁ
な
た
：は
、科
學
的
.代
言
へ
ば
诚
觀
囊
頗
る

' 

狹
縮
せ
身
た
る

*

*

で
：，あ

：；

る

乙
：ポを

-;

會
# ■

す
：. 

る
で
あ
ら
ぅ
。

.

を
れ
は
ー
實
た
人
陬

0

_

勉
0

原
_
:
展
び

« :

竭
封

»

へ
：
.§
:
^
:
束
 

く
尊
用
せ
ら
れ
得
：る
方
法

? :
-

.

示
す
不
定
な
，る

■
.

* ■

學
0

-
 

- ^
 

^
 

^

 

M
0 
^
關
係

^

 

あ
る

'

多
數

s

結
.

び
附

.
.
.

い
た

.

知

0 
&
0
0

 ̂

^

 

f

t
 

W

^

、
經

M

%

k -

對
'

す
る
” 

_

係
：は

.

、麟
械
學
、握

.

^光
： .

學
、音
■

•

熱
：及
び
共
の
他
幾
分
，物
画
科
學

^

«

す
.

る
：凡
ゆ
る
部
'門

0 -
«

"

 

辟
- »

:

學
？

. 0

關
係
、

.

^

*

似
す
る
。

私
味

I

の
翁

ぐ? :
•

:

#

つ：て
^

る
、私

-

味
#

れ
を

^

な

％

^'
.
:
事
 

し
上
げ
る

乙
ど
を
杏
ま
な
い
。

即
：ち
其
：れ
は
、人
間
：每
知

_

の
：華
礎
無

第
ニ
十
三
：卷

--
,

C
1

三
ニ

5

 

.
- V
U

リ
ぼ

A

•

ス
タ
ン

1

;1

-
:
&
.
予
グ
先
ン
ズ
の

 

，
.:
,

$

^

こ

f
 

s
 

s

s

t
る
S

”經
翁

.规
P

、
で 

笫
九
敏

.

ニ
七

‘



锒ニ

S

卷

(
1

三I
n
.〕： 

. 5
5

駭
：

ンズの

 

.

第九
！！

一一 

八

洞
察
：が
大
多
數

.

の
入
々
若
し
く
比
：著
者
の
其
れ
：ょ
令
も

^

^

三
衣
廣
こ
デ
で
あ
；る
。
..洵
に
私 

.

は
，斯
く
の
如

.

奪
問
題

.

化
¥ /
:

念
す
る

〔

は
私
の
使
命
で
あ
ん
又
た
斯
く

^

る
，こ

^

,

が
私

.

の
意
_

で

o 

^
 

•

:

..パ

.
:
.
.
’:
::
.ソ 
\ 
.:
.'
■■

彼
れ

•は
初
め
就
祐
の

1

^

. 

w
 

^
 

H
 
^
.
¥
0 
S

0

 

 ̂

 ̂

< 

 ̂

»
 

\

ッ
シ

ィ 

(
M
r
s
.

 

J
!

 

H

I

5

.

宛
，一
:
千
八
西
，五
.十
八

•

¥
十

.

一
:ー

月

九
H
附

：
の
*

前
电
據
れ

.W;
:
メ
ル
ボ
ル

Z 

k

於
'
.

S

て
年
收

1.

‘千
_

乃
'至
1
1千
磅
を
得
る

'確
か
：な
豫

«

を

#

^M

 

?
が
出
來
た

.に

.拘

s

^
、
 

见

：ら
k

知
識
的
：
-
.啓
發
の

«

#
を

#

ん

<£
■
■
■
す
る
彼
れ
の
緊

®

な
る
欲
求

〈

は

#

Q

金
錢
欲

•安
樂
次
、
 

地
位
：欲
に
打

.ち
勝
、o'.

た
。
，

(

c
r ibid., 

p. 

I
I
O
0
。

彼
れ
は

i

千
八
亩
五
十
九
取
炎
國

U

歸
つ
て

»
 

.び
偷

.

.敦ユニダ，

.シチ

.ィ
，カ
レ
ッ
デ

k.
入
學
し
た

。
.

■■
.

:

.
ニ
'
.
.
. . 

' 
■
.

. 

.

.
彼
れ

■は
一
千
八
百
六
十

.部
六

;y
に
.
至
る
ま
で

fc
、旣
に
.其
の
主

®

な
る
經
濟
理
論
を
發
.見
し 

ナ

彼

れ

は

1
1
E/J1

日
附
を
以
つ
で
其
の
见
バ

1

ァノ 
J

卜
(

K-
m

d
 Je

v
o
n
s
)

}t
#

?:
«
.ぜ
'
て
、
 

此
の
事
を
告
げ
て
ゐ

.る
。
：而
し
て
一
度

.び
自
己
の
發
爲
せ
る

.も

の
が
®

」

問
.の
餘
地

.^-
s「

粟
の

. 

.
0 
濟

a

_
 

'
.

(

•&
? 

• 

tru 
で T

h
e
o
r
y

4

想 

§o
m
y

)

‘ 
な
る

,
z
£'
.を

；：

1

«:
せ
名

彼
れ
ぱ
、最
早

f

i 
お
载

.一̂

:

る

Z
.
ど

a
. く
し
て
、他
の
經
濟
書
を
讀
む
こ

V
J

を
得
ざ
る
に
至
つ
た
。

彼
れ
は
數
學
的
.原
則
が 

ら
し
て
、經
濟
學

«

が
先

S

R
到
達
せ
る
總
べ
て
の
主
た

.る
：法
則
を
取

-#
し
た

.0
最
略
®
喪
な 

る
公
现
の
一

は
、
®

る
人
の
消

©

せ
ざ
る
を
得
ざ
る

f

1

寒
貨
物
、例
へ
ば
平
常
の
食
物
：の：數 

量
が
墙
加

.す
る

.ド

述
れ
て
、使
用
せ
ら
る
、
最
後
の

.部
分
よ
み
生
ぜ
し
め
ら
る
ゝ
效
用
若
し

X
 

は
：利
益
は
、其
の
程
度

0

於
い
て
減
少
す
る
ぐ

」

云
ふ

^

存
す
る
。

•食

*

の
初
め
"ミ
終

 

のー間 

k

於
け
る
享
樂
の
減
少
は
、之
れ
が
例
證
た
ら
し
め
ら
れ
得
る
も
の

^

あ
る
：
o

而
し
て
ジ
工
グ
ォ 

ズ
は
、均

.し
て
、效
用
の
割
合

s

o
 of utility).

は
、貨
物
の
數
暈
の
或
る
連
糖
的
な
る
數
學
的
画

：

數 

で
あ
る

Z

ビ
を
推
寒
す
る
？

此
の
效
用
の
法
則
は
、洵
に
、經
濟

.擧
者

.に
よ
っ
ー
て

「

供
給

及
び
需
要 

の
法
則

」

な
る
よ

r
祓
雜
な

.

.一
る
形
應
ど
名
稱
の
下

.

常̂
'

推̂
，定
せ
ら
れ
て
來
た
も
の
で
あ

.る
。

然

し

な
が
ら
、そ
は
一
度
び

«

の
單
純
な
る
形
態

k

於
.S

て
十
分
；

^
述
べ

^

れ
た
な
ら
ば
、有
：效

に
斯
學
の
全
部
を
解
明
す
る
。

彼
れ
は
言
ふ

‘結
論

の
.多
く
は
、勿

$

,

盾
.尊

さ
形

1

k
於

い
て

. 

.

. 

.

. 

. 

. . 

.
•
•
.
.
. 

• 

.

述
ベ
ら
れ
れ
古
い
も
の
で
：あ
る
、

「

然
し
な

.が
ら
、資
本
代
關
す
る
私
の
策
義
及
び
資
本
利
^
の
法 

則
は
私
の
知
れ

5'
R
 
A
yk

於
い
て
は
、

全
然
新
し
い
も
の
で
あ
る
。
私

■«
、是
れ
等
の
も
の
を
其 

の
儘
に
放
り
て
置
ぃ
て
，或
る
他
の

.者
が
之

.れ
を
知

&

3
れ
ざ
る
祀
知
々
、從
つ
て
又
れ

■

春
是
，

锒
二
十

§
 

(

.一三1

五〕
.

緙

ソ

ス

の

 

笫九：號
 

一
.一，
^



0

^

2

.

0

 

g

i

i

i

i

—

 

I

 '
 

2

0

れ
等
，の

:
も
の
を
へ
公
表
せ

.ん
亨
試
む

_

を
甘
ん
じ

,

待

っ

が

如

会

：
考

：
へ

食

持

0

も

Q

で

.
ば

：
な

.
い

」

^

 

o 

.

.

.

.

,」

同

.年

1

月
一
：一
十
-七
旧
附

->
丨

\

ァ
ー

K

宛
：
0
-»
简
响

^

於

：い

て

会

へ

る

如

；ぐ
、經

.濟
：：擧

^'
:
.は
、
 

1
.

ヶ

年

三

十

»

三
.ヶ

年

間

，の

獎

‘學
金
が
附
し
ー
て
あ
：っ
て
、之

れ

ic
if
す

る

：競
¥

が
此

0
,部

0

末 

{.
^

行
は
れ
る
ミ
ど
に
爲
っ
て
居
っ
れ
が
爲
め

^

ジ
キ
ダ
ォ
ン
ズ
は

^
層
：：經

濟

學

.の

研

究

お

多

ぐ 

の
時
間
を
割
い
た
。

0
9

ぎ
；

1
5
0
0
。

然

：し

な

が

ら

、地

^

年

七

：
厚

：
ー
：
一

十

31
財

啤

メ 

V 

fト 

宛
の
書
简
は
、彼

.れ
が

#

の
成
鑛
の
上
で

]»
は

&

る
.敗
北

^
:取

0.
.た
：乙
ミ
を
險
：語
っ
て
ぬ
る
。
 

獨
立

.：
■■
■
»
治
的
に
經
濟
學
を
研
究
し

«

學
；上

{£
於

妙

る

幾

：：十
の
：最

良

#
:
:を
她
#

し
、之

れ

.が

.
,
め 

に

殆

ん

、ざ

他

の

課

S

'
顧

み

な

か

っ

た

に

拘

ら

中

、第

•■一
 

位

を

»

ち

#

可
し
ど
爲
す
の
せ

I

は 

细

a

k
裏
切
ら
れ
て
彼
れ
は
第
三
位
若
し
く
は
第

.
®位
に
置
か
れ
：た
の
で
あ

•
•っ
た
。

fe
^

i 

®
 
く
の
衣
き
結

*

を
見
た

乙

€

を
以
っ
て
、偏
へ
に
、意
見
の
相
違
於
ょ
っ
て
、敎
授
が
彼
れ
の
答 

案

^

對
し
て
片
手
落
な
態
度
を

.取
つ
た
が
爲
め
で
あ
：る

ビ

感

^

气

.
皮

n

日
く
、「

然
し
な
が
ら
、
 

私
が

®

己
の
禪
濟
现
鄭

‘
を
公
に
し
、感
覺
的
遞
礎

0
:上
に
斯
舉
を

»
:離
：す
る

^

 ̂

に
仇
を
報
ゅ
る
ャ
、ぁ
ら
ぅ

」

ビ
。

(
i

b
i

d
.

,

 

p.

而
も
彼
れ
は
此
の
年

^

バ
チ
エ
ラ

r

オ.

ブ
•ァ
I

ッ

0
雜
號
ど
、ッ
力

1

ド
ォ
獎
學
傘
ビ
を

# 

た
。：
而
し

.て

何

人

か

，ゾ

自

迅

の

發

見

h

先
鞭
を
著
く
る
己

.ビ
公
常

^

惧
れ
て
居
つ
た
彼
：れ
は
、

其
の
經
濟
理
論
を

 

N

o.tice .of a

 

G
e
n
e
r
a
l

 

0
^
- 

W
O
O
P
O
B
^
. 

w

«
す
る
ト
吻
文

^

: 

. 

. 

.

.

.

.

 

.

.

.

.

. 

.

...........

■

認

：
め

て

、

一
.

千

八
W

六

十一：：

一

年

十

月

劍

橋

代

於

S

セ
典
の
第
三

•十

1十
囘
.の
集
會
を

00
ぐ
#

代
，
爲 

ク

て
居
つ
た
英
國
協

#

9

|

&

>

|
0.
&
0
1
0 

u

提
出

.し
た
。

「

私
は
此
の
論
文
が
：恐

&
ぐ

、

同

#
 

k

於
い
て
朗
讀
せ
ら
：る
可

&

他
の
總
べ
て
の
も
の
を

|
緖

^
-
^
.
た
値
打

.の

&-
る
己
ど
を
、可

◊成
. 

夕

^
.ょ

{

知

り

で
居
み

?

あ
る
が
、而
も
私

m 

*
 

^
 

^
 

s
 

X
 

n 

&
 

n
v
o 

*
 

I

 

^
 

n
 

が
畢
竟

'敝
聰
サ
ら
れ
：る
：で
あ
ら
う
か
如
何
か
、又
た
其

^
與
無
意

_

な
歸
語
士
考

\
へ
ら
る

、

4

は
な

.い
で
.
^
ら
う
か
如
、何
か
を
攀

«

す
る

/

si 

?
?:
#

■な：S
。

: 
■
私

：
は

：
洵

ド

私

‘

の
.
：
理

：
#が

：私

の

：友

.

.
• 
.

 

•.
 

.

.

.

.

. 

.

.

. 

. 

.

.

. 

. 

.

.

.

人
.
^
.及
.び
.
. 一
fe
世
：
^
.
.
の
.
.上
'
^
.
.
如
'何
.
®
-
.
る
.效
.
*
.を
.
.
.
有
.す
；
.る
.
.
.
.
で
.あ
.ら

う
.か

.'.を
 

> 知
：
.
.
ら

/i
-
.
.
.
ビ
.す
.る
.
.
.
0:
.
.
.
.
念
：
. 

•
か切

で

あ

る
。，；

私

ぼ

、»

の
#

*
が

雜

れ
0

企
_

し

：
た
.所

を

等〉

し

；̂

か

如

部
#

、で
砲
竽
が
砲
陬
の
飛
ん
で
行
く
の
を
見
守
ふ

«

_
之
れ
ぎ
見
守
；る
で
あ

.
&う」

。.

2
^
八
酋
六 

十
ニ
年
九
月
十
四

S

附
パ

r

パ
ァ

I

ト
：宛
寄
節

op'cit.y p. 

169.)

ァ
彼
れ

•の
氣
遺

0

た
結
*
は

同
年
十

H

月

a

十

1:"

成
の

2
2
:記：沁
於

s

て
、彼
れ
は

«

_
ば

五

：
分

：
間

內

：
^

終

ン

三
二 

b ノツネダア

<
•ス
タ
ジj

r

.

&

K
.r
ず
\
オ
の
' 

典

ニ

ニ
 

匕
ニ 

4

截
翰
に
現
れ
た
るS
.
1馨

學

理
il
t

v

h 

'

铬

ブ

鉞

ニ

ニ 

：

如
何
あ
つ
た
か

o:

第
二
十
！s

 

C



浓二十
 

i
 

(

5

5

 

:
v 

^

 九

跋

111 
ニ：

ら
ん
：W
す
る
此
の

#

を
追
懷
し
て
言
ふ
、此
の
：年
は

「

私
.のt

希
_

Q
:多
ぐ

破
ら
れ
た

-
M

ビ

を
見

^
。
.
此
の
年

 ̂

!

^
 

>

.

T 

|

ッ
允

:&
;

:1
.
め
た

9

此
の 

年
槔
私

0 .
.經
濟
理

.論
が

.

I

學
術

研
究
會

(

.蚤

提

出

：せ

ら

れ

、而
P

て
观
僙
若
し
ぐ
は
挪
廣
あ
：る

. 

1

^

ち
な
ぐ
丄
て
受
納
ー
せ
ち
れ

^

る
を
見

^

せ
。

(ibid., 

p. 

I
7
5

°,c
c
&

 

r
e
p
o
r
t

 

o
f 

the 

A
s
s
o
d
-

 

afions 

fbr 

1
8
6
2
,

な
T
r's
-
s 切 ction 

o
f

 

sfT
>
.
c
t
i
o
n

巧 

1
.0
0
6
3, p

簧 

1
5
7
-

00
一
 

A
c
&
u
a
o
f

 a

 

G
e
n
e
r
a
l

 

M
a
t
h
e
-

 

I
 
發 at T

h
e
o
r
y

o'
f political

へ Ec
b
&
m
y
—

Journal 

of .tile 

S

赞 istkral 

Sc>ei

廣

。f 

L
§
d
s
,
 

Tune 

1
8
6
6
〉
v
d
L

2dd3t 

•
, 

pp; 

.
2
00
2
-
7
.

)

p 

' 

ぐ 

_

.
正
規
的
な
仕

.事

.ヒ

安

定

な

る

收

入

の

故

想

：に

誘

は

れ

：て
、
ジ

.ュ
ダ
す

\ 

X

チ
ェ
ス
タ 

1

0
ォ
f 

.エン
ス
•力
レ

ッ
デ

0
习
8
5 

0
>
1
茗

&

0
チ
ュ
タ

|

0
職

&

別
受
；ぐ

る

{̂
至

つ

た

0 (

{
,

千
八
百
六
十
一i

年
十
.
一I

月

三

十

一

日

日

記

參

照

o
^
. O
^
J p

.

^:
4
o
u 

:

六
十
三
年
八
月
一
一
十
三 

.日
，附

T

バ

r 

I 

-
K
宛

の

書

節

は
，、當

時

彼

れ

が

' 猶
ほ
.孜

々

ビ

P

て
論
：现
學
及

r

び
經
濟
學
の

四 

十
囘
講
義
の
樂
備

R

%
v
力
し
つ
、
あ
つ
た
乙
迄
：をへ
物
語
：つ：て

「

ゐ
る

。

c
i
p

 

P. 

1
8
9
0
。

彼
れ
は 

1
:.

千
八
百
六
十
六
年

k

同力レッデ

k

於
け
る

論

理

學
並
び
屯
精

#

及
；び

0
0 
0 
0

敎
授
ど 

爲

j

又
た
コ
ブ
デ
シ
經
濟
學

»

座
を
擔
任

^

た
：。

.
爾
後

"凡
令
三
©
年

 

ン
ズ

.：の
：
.
®

I

j

I

i

,

I

J

]
r:

I
t

索
ば
主

s
し
て
論
刨
學
に

In
i
:0

て
居
つ

^

の
で
ぁ
る
辑
ー

.：
千

八

宵

七

十

带

か

：ら

七

十

ー

年

に 

瓦
厶
冬
沏
代
於
い
て

«:
»

擧

^

»
す
る
彼
れ

0:
興
味
は

S

た
？

«
柄
は
此
：の
期
間
を
舉
げ 

て
、彼
れ
が
一
代
の
名
著

H
h
e

 

T
h
e
o
r
y

 

of pblitical, E
c
o
n
o
m
y
.

の
著

.作

R

織
疼

'し
た
。

彼
れ
の
業 

は
：速
か

k

進
抜
し
て

「

經
濟
學
理
靜
は
一
チ
八

W

七
十
一
弗

十
月
を
以
つ

て
W

1K
:
せ

&

る
ゝ

R 

至
つ
介
。

耽
％
此
の
書
述
作
の
間
に
於
け
を
不
斷
の
努
力
が
'彼
れ
ゆ
：傅
康

5:
:

.«:
:
ず
る

0 :
.因
を 

爲
し
た

乙 

VJ 

は
、後

.

恩̂
ひ
知
ら

5.
、
所
ぐ

」

爲 0

 

た
フ

(
Letters 

&

 

Journal, 

op>. 

cit_, 

pp. 

2
5
1
, 2
5
3
.〕
( 

此

0'
'著
の
主
耍
な
る
激
は

^

^:
約
十
年

.以
前

^

‘劍
梳

^

^

朗
’饋
せ
ら
れ
た
る
前
記
諭
文

*

k
略
說
せ
ら
れ
、一
千
八
瓦
六
十
^
部
は
偷
敦
統

fp
:

®

.會
雜
誌 

誌
上

^
:公
表
せ
ら
れ
た
所
の

「

も

で

ぁ

る

。

' 

.
 

.

.

11.1...

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

'

,

'?
■
产
グ

*
ン
ズ
ば

.成
に

「

經
濟

^

上
^
於
け
る
與
减
な
夺

學
者
は
對
す

•る
興

0

者
.で
.ぁ
つ
た
。
彼
れ
は
其
の

.：表

^

於

^-
て
ノ
輕

&:
ぁ

患

1
1
1
<

「

考
察

i

研
究
べ 

の
反

«;
は
、余
を

«

い
て
、價
値
は

.’全
然
效
用

^

依
賴
す
、る

5

為
ふ
福
ゃ
襄 

せ

し

め

た

。，
現

在

行

は

：れ
つ
ゝ
ー
ぁ
る
意
見
：は
、效
：用

ぶ

ダ

ネ

、寧
一
ろ
勞
働
が
獄
つ
ぐ
て
«

値

^

®

源

笫H

十

三

卷

(

一
三
一
九)

S
5

齡

ー

た

ス

る

が

ン

の

ぷ

驗

现

終

ン

ズ

の

 

笫

九

破
S

三



筆

 I

 

S

I

 

i
 

i

.

$

做
し
て

Q

る
o 

:

而
し
て
、明
確

.K

勞
.

働
.

は
倒
：：値

0 :

原
因
で

f

せ
主
張
す
る
者
ず

^

 
•

ず
る
。
 

余
は

^

* n
k

皮
じ
て
：、交
換
：の
滿
.足
な
る

Ml
論
.に
到
達
ず
る
鉻

.

め
化
ば

#

人
ば
取
は
、晋
人

0 .

0 

ネ
す
る
货
物
の
您

*

k

依
賴
す
る

i

の
ど
；し
：で
姨
用

_

化
の
自
，然
，；法

‘
‘2:
'

趣
：：到

^

傑
究

.

す
可
，ぎ
：
 

も
の
で
ぁ
っ
て
、通

f

の
供
#
及
か
需
舉
の
諸
法
典

に
す
る
此
の
理
論
は

,

敗

ビ
一
致
す
る
。

.

而
し
て
勞

.

働
：が
價

«

の
原
因
で
あ
る
ビ
云
ふ

0 

念

S

し

て
、
何
等

か

の
外
觀
的
理

©
の

存
す
る
處
ド
在

，り

て
S

 

S

 
A

は
、
.

共

の
f

f

l

由
の
、說 

明
を
揭
る
の
で
あ
る

.0

勞
働
は
、供
給

0

增
加
若
し

C

は
制
限
を
通

'
U

て
、货
物
の
效
用

.

の
®

度
：
 

を
變
ず
る

} c

由
つ
て
、哪
だ
：間
接

0

方
法
代
於
い

'

て
ゆ
み
、
® .

々
價
値
も
狹
定
ず
苓
も
の

i

め 

ら
れ
名

」

s

 

(
T

h

ゃ 

T
r

O
I

y

 

o

f
 P

o
l

i
t

i
c

a
l

 

E
c

o
n

o
m

y
v

 

隹
 

e
d

,
,

 

19ー1
1

,
:

 

p
p

.

 

1
-2

0

o

:
耻
し

 

c

 

彼
^

•

かジ
方 

I

ド
ォ

k

歜
す
る
態
度
は
、極

め
て
苛
酷
で

$

也
。
0 ;

'

ぐ
、「

遂
化
：經
濟

*

0 ,

眞
_

嚴
が
雕
設
せ 

ら
る
、に
至
つ
た
な
ら

ぼ

有
0

な
る

も

、
0 :

i

« ■
m -
0 -

人

、
、
デグィッド

•
リ
力

1

ド
ォ

が
«

れ
る

0 

路
R

取
を
引
さ
入
れ
た

Z
ど
が
明
か

V

一爲
る
：で
あ
ら
ぅ

」
ど
。

O

V
 

1

0'
。

然
し
な
が
ら
彼
れ

0 -
9 ;

論
は
彼
れ
自
已
が

#

懈
し
た
程
、彼
れ
：

“

獨
®

な
る

も
の
で

は

な

が
 

つ
允
。
彼
れ
の
斑
論
は
旣

K

1

千
ん
：耳
五
十

©

;

年
の

L

# :
k -
:

» -
v >
:

贫
、̂

^

マ
ン
ム

-

ィ

ダ
リ
ッ
ヒ

*

^

ト
ト
，：

笳
 

l

l>
L

^

r

r

r

.

J

I

}
$

ゴ
ッ
セ
ク

(
H
e
r
m
a
n
n

 

H
-S
.
n

皆
！！ 

G
o
s
s
e
n
)

 

k

::
i

つ
て
完
全
は
先
鞭
を
著
け
ら
れ

，
®
し
て
彼

ft
ょ
 

1

も
稍
ゃ
遲
れ
て

1
.

千
八

1 )
七

十

四

年

レ

ォ

シ

ブ

ル

一

フ

メ

に

;1
り
て
全
然
獨
 

立

k

發
見
せ

>
-b
れ
、而
し

v

 

0

ら

0
完

全

:%
る

體

.系

：.に

組

成

：
せ

ら

れ

れ

一

る
.?:
見

た

る

時

、
何

人

.
ょ. 

乃

も

先

づ

驚

さ

の

眼

：を

見

張

っ

た

も

.の
は
、恐

ら

ぐ

 ̂

^

 

 ̂

^

で
あ
：
ふ

ぅ
o 

ジ 

I 
グ

■#
ン
ズ
は
、タ
灰
ラ
ス
か

^
其
の
研
究
論
文

(

，p
l
i
n
..
Q
.
p
e
ftu

n
e
;

.'
?
0>
'^.
&
: ma

t
M
m
a
5
u

c&-
:
d
e

 

r
'-
r
t
c
n
^
n
g
e
I

M
e

日 oire 

|xi 

a: r
A
o
a
d
6
m
i
e

 

d
e
s

 

如 de
n
c
e
s

 

m

o:3
-
l
e 

et 

p
o5tt
.
<
i
c
n>
t
s
e
a
I
l
c
e

w-
:de

s

 

1
6

 

,et 

2
3

 

a
Q
s
t 

a

7

3.o1

部
 

€ 
鄭
：尊

^
/る
書
爾

 

V

:f
c

受
く
る
：

^
先
立

0

て

、®

^.J
o
u
r
n

.^d
e
s

 

E
s
n
o
m
i
s
t
e
s
.

誌：
：上 

R
於

S

て
被
れ
の

ff
l
論
を
注
意

し

て

居

っ

た

。

翁

れ

は

；

「

チ
八
.莨

*

+
四
年
五
'乃

屮

ニ

日

附

 

を
以
づ
て
.
マ
ン
チ
ェ

‘
ス
タ

I

か
ら
、口
ー

rr
ン
ヌ
の
ヮ
灰
ー
フ
メ
に
：返

# :
_

鄉
め
て
、截

れ

自

身

.0 

交
換
の
珊
論
が
實
際
上
フ
ル
ラ
ス
の
攻
究
は
依
っ
て

»
證
：せ

ら

れ

從

る

冬

：ギ

を

喜

ぶ

旨

耷

 

ベ、彼
れ
は
フ
ル
ラ
ス
が
該
問
題
ド
關
す
る
彼

*

の
著
を
知

.れ
る
や
每
や
を
稱
が
に
せ
ざ
る
名
、 

其
の
擻
學
的
现
論
の
主
要
な
る
勲
は

.悉
く
一

.

.千
八
耳
六
十

-:
年

k

s

-^
-^
re
k

彼
れ
の
體

#
 

せ
る
所
で
あ
っ
て
、彼

.れ
位
旣
«
词
年
其

の

：槪
略
を

.：認
：し

て

英

_

協(

；會

哔

姆

：供

し

、
傳

會

の

報

带

 

镇
其
の
籀
め
て
简
短
な
る
拔
萃
を
揭
載
す
る

(

e

:a
ぎ
な

V?
が
、

®

論
；文

.は
六

^

穴

弗

、
偷

敦

•

計

 

笫】

1十

ミ

卷

(

ー3

ニ〉

ぬ

に

：辭
.

.

焚

城

5
3 L



第
1

1

ヤ.

三.

c

r

l

s

l二
 

レ
タ
イ

 

y

r

A

W

x:タ
j-
:v 
タト：；泛

* ;

ンダ；オ
：

^

5

?

广
こ
ー
ニ
ー
：

〕

帯

翰

袋

れ

た

る

典

0「

經

濟

擧

铷

轔

：
，
：

 

第
九
狹
 

一U:

六：
.

協
翁
雜
論
中

u

公
k

せ
ら

n
:t
e

る

Z

ビ
を
述
ベ
、
* :

後
^

彼
れ

k

七
；十

.*
-

*

弗「

經
濟
學
：翻
：勝
で
題 

す
る
オ
ク
タ
ダ
ォ

-

判

f

卷
を
誊
肆
マ
ク
ミ
ラ
：シ：會

«

ょ
.

ク
出
版
仏
、其
：の
：：啪
鉍
於

^

尤
，數
學
的 

S L

號
の
援
助
を
借
々

, ^
#

0

 

s
i
t
充
分

R

«

f

f

l

せ
^

旨

- 5
:

述
ベ

-T
c

_

: ^
-

M

己
.

の
優
弗

5 ：
.圭 

張
.

し
て

P
る

o

而
し
て
彼
れ

M 

V

ガーフ
'
 

ス
ー
が
未
だ

*

の
*

k

氣
附
：か
ず

t

e

居
る
、な
ら
媒
彼
：れ 

俅
欣
ん
で
其
の

1

'

.

部
? :
»

呈
す
可
さ

m
v

を

.i f

言
し
ボ

: ^

る
。「

：：「

記
：_

は
別
樣

^

選
：擇
亡
ら

.

れ
‘ 

又
艿
姻
發
的

#

違
は
存
す
る
も
、而

^

あ
次
た
の
理
論
：が
實
質
上
私
の
冬
の
€

一

 

辑

し

- i
i

:

o

私 

の
*

の
を
確
認
す
：る

Z;
ビ
を
ぁ
な
た
一
は

'

看
出
す
で
あ
ふ
ぅ
を
私
は
思
秦
ヮ

.

ダ
ラ
ス
の
謂
ゆ 

る
-T
-

*

貨
物
’

の「

稀
少

'

性」

’
.(

r
a

l
)

は
正
：'

さ
R

、ジキ
グ
オ
ン
ズ

％

初
め

^

效
調
の
：係

»

(

8

泽

i
e

n
t

 

o

f
 u

t
i

l
i

t
y〕

ど
.

稱
し
後
钱
效

1

用
の
度
位

f

 

(

d

e
CT
Q

-

l

 o
f

 

u

t

. i
y〕

W

呼
べ
る
所
：の
も
の
で
あ
る
や
ぅ

^

 

見
え
る
。

而
し
て
そ
は
事
實
、貨
物
の
定
量

@

函
擻
耳
し

.

て
：考
南
せ
ら
れ
た
る
效
用
の
療
分
係
：
 

數」
(

d
i

f
f

b
r

e
n

t
E

o
o
t
s
.
で
あ
る
。
：彼

れ

.
«

フ
ル
ラ
メ

'

の
論
文

_

0

:

出
版
を

«

ぶ
も

0 -
で
あ
る 

力
而

4

是
れ

k

ょ
っ
て

«

の

理

論

, 0

獨
劍
- ^

其

. 0

公
摩
の
、前
後
ゼ
關
し
て
誤
解
を
生
^
る
の 

.

處
れ
ぁ
る

;

S
を

®

へ
X
，ソ

,

ラ
ス
が
被
れ
の
，著
作
を
十
分
；代
知

)

悉
：,せ
る
や
否
や
、又
^
彼
れ 

が

^

の
-經
濟

_

‘理
.論j

の
：
1
部
の
送

«
.を
希

.».
す
る
や
否

^

: t

知
ら

;/
1

之

^

--
?
:
.欲

,(
.
た
9 

C
L
e
t
v

霞
,

.
.， u

:
y

^
u

g
M

.
i

g
e :i

£
L

I
4

i
L

.
^

S
 …

r

r

u

i

p

i

l

 

• 

. 

•• 

• 

••

泽

5 &

 

J
B
r
n
a
v
o
n
.

 

c
i
r
,
甚

'
3
0
3
"
3
0
4
0
。

..
フ
ル
ラ
-
ス
か

 

&
其
 

Q

w

l

e

m
o-
n
tw-
d
^
c
o
n
o
m
i
e 

o
p 

w
o
.
o
^
^
.
. 

0

 

見
本
刷
の

一：
部
を
送
ら
れ

た

>?
■
ェ
ゲ
ォ
ン
ズ

' 
は
、
一
千
八
西
セ
十
鸣
年
革
ヵ
コ
ー
十
.日
附
を
以
.つ
 

X
.彼
れ
は

f

0

せ
て
、兩

.者
が
獨
ま
の
量
取
つ
ヰ
、

«

命
ひ
全
；然
：同

一

で
は
な
い
ど
し
て

i 

始
ん
ざ
同

;1

な
る
結
論
化
到
着
せ
る
を

.發
辈
す

(

る

.0

.
裏
び
を
述
：べ：

「

我
れ
等
の
結
：果
の
一
致

.は
、
 

最
良
な
る
原
因
、即
ち
：我
れ

.等
が
共

^

眞
迦

’
R
:到
_

せ
：：.る
の

.事
實
か

.ら
生
ゼ
た
も

.0
で
あ
る

、
* 

理

®

:1

つ

な

ら

ざ

る

を

得

次

^

^

說
',
い

て

ゐ

る

。
•■
■
•
彼

れ

は

フ

沐

ラ

ス

の

五

カ

ー

ー

十

三
日

の
書 

節
を
受
取
办
、彼
れ
が
交
換
の
方
程
式

k

到
達
せ
る

■

«

♦

知
：.舞
せ

^

後
^

:#
.れ

自

身

の

研

统 

が
全
然
减
立
の
も
の
で
あ
る
ふ
を
毫
も
輝
ふ

i
 

.
で
を
得
ざ
る

^

至
タ
お

。

:r
o
:l
>

て
德
れ
は
フ 

デ
ラ
ス
：が
ー
：千
八
瓦
：六
十
六
：年
の

「

銃
計
雜
靜
ド
載
せ
；

&

れ
尨
被
れ
の

.a
論

©.
梗

概

を

觅

た

 ヾ

け
で
、直

ち

^

ニ
三
の
點
は
關
；す
る
彼
れ

'の
'儸
鬼
貪

- *
-

零

せ

--
5

£

ど
を
德
ゼ

.し
た

o

ジ 
>
ダ
ォ
ン 

i

「

交
換
塗
論
が
彼
れ
等
爾
：

'者
の
間

0

於
け

.る
多
：ィ

.

©

_し

^:
莩
 

和
ら

-

ん 

Z

€-
? :

信
ず
る
旨
を
述
ベ
て
其
の

•

を
擱
い
て
ぬ
る

o

. A
t

穿
？

^

^

^

^

^o
p

.

 

c
i

t
,

 

p
p

.

 

3

0

.

5

-
 

3
0

6
0

笫
ニ
十
三
卷(

一
三
1
S

)

齡

ン

ズ

VO
笫

九

轔

1

二
七
：



第
i

 
卷 

0

-

2

S

V 

- 

1

 

一：二
八

.
四、

.
.

.

 

.

.

I

千
八
西
七
‘十
七
年

 

一
士
力
ニ
十
八

H

ラ
ス
：.

宛
@

、« :

簡
_

.

ジ
'

> -
.

グ
ォ

'

ン
ズ
；が
：是
：れ
：

.

ょ
；々 

も
數
週
以
前
湖
必
て

^

チ
エ

> 

ぞ
ジ
ェ

.

デ
ュ

ビ
ュ
ィ

(
&

i
e

l
^

l
e

:
J

u
v

e
n

^
:

D
I

l
p

u
i

t
)：

が

j

^

^

I r
i y 

十
四
痒

 

F 

A
n

n
a

k
s

 

#

 
P

o

 

唇

：
e

t

 

C
h

a
u

s

 

あ 

e

s

'
: k

揭
げ
★

察

m
o

i
r

e
:

d
e

:

 

y 

M
e

s
l

 

d
e

 

r
l

i
t

6

 

d
e

s

 

T
r

a
v

a
u

x
^

b
l

i
c

s
;

^

饋
む

^

禰
會
を
撙
介
る
乙
ビ
を
：物
語
つ
て
ゐ

.

る
。
皮
れ

4 -

-

-

デ
キ
ビ
ュ

ィ
が 

效
用
の

.

根
本
觀
念

^

關

.,
^

て
、彼
れ
筹

^

洗
鞭
を
著
け
た
る
も
、而
も
彼
れ
は
交
換
の
«'論
に
到 

達
せ
ざ
ガ
し

. ^
^

を
述
べ
、而
し
て
、、デ
チ
ピ

•

ィ
の
鱗
：表
せ

^

«

の
*

: ©

が
«

»

學
.

者
^

^

^ . 

影
響
を
及
ぼ
す
こ
ど
尠
少
で
あ
つ
て
：

^

の
大
部
分

-«
之
れ
が

#

在
を
す

&

知
ら
ざ
々
し
こ
？

を
奇

^>

し

て

 ̂

o 

P

I

K
 

 ̂

^
H
p
p 

o
^
* 

O

F 

ジ
ユ
ダ

^
ン
ズ

(^
又
た
裂

一

千
八

er
:

七
：：

十
八
年
四
月

三

.0
附
ブ
：
ル
f

ァ
.J
 (

W

V
.S
穿
3

^
宛

.0
窨
..猶

^

於
^ :V

、

デ
テ

ビ
.

ホ
ィ

0
#

 

究
論
文

}(
:
言
：及
し
之
れ

：?
:
以
つ
て
，最

^

光
輝
あ

^

且
ジ
紫
霍

^

る
.

^
の

^

i

ぢ
做
し
、彼
れ
は 

主
せ
し
て
其

©
—

念
を
通
行
稅

’橋

粱

等

れ

適

用

せ

る

飞

の

で

あ

る

^

噼

れ

楗

價

値

の

興 

關
'し
、全
：然

IH
確
衣
.る
：
總

念

?:
有

せ

る
：
乙
i

を
述

.べ
、斯

く
^

如
：§
:

_
作
：が

如

.何

^.
し

て
.：

等
_

k 

W

せ
ら
れ
た

.る
か
を
誅
つ
て
ゐ
る
。

(ibid.,

プ

3
O0
C

，而

'し
て
；泛
h

グ
ォ
 

> 
ズ
は

|

千
八「

W

i

i

t

l

l

A

が

一
ゼ
+ -

九
%

の
.

T
h

e

 

T

f

 

y

兔
^

1

0

^

 

:

第
：3

:

顧
'
;

の
ー
序
，
文
士
中
ー
ド
於
ー
：
い
ノ
て
、

V

、
ビ 

.«•
«

一
 

敷
的

#

式
^

f

り
て

 

'

見
« .

.

に
、且
つ
完
全
：

說

.

曝
せ
：を
れ
承
彡

 

龚
等

」

.(
g

r
a

d
a

t
i

o
n

 

o

f

I
M

S

0
if
l
-論
乾
建
設

^
が
:^
$
を：述

〉

べ、這

_

0-
_

論「

ば：
.疑
*

• 

• 

. 

. 

. 

•
, 

• 

.•

中
に
收
め
ト

&

 £

た
る

^

の

€:
■本
質

^

於
^

て
符
合
ず
る

Z
ヒ

.

を
藤
：©

.

て
ゐ
る
。

(
i

b
i

?
4

t
K
‘：  

e
d

.
-

^

1

0

0. 

.

.

. 

.

.

.

. 

.

.

.

. 

.

パ
'
.
.
.
:
'
.
;

•■
:
,
.
.
'

:

.

■ 

: 

. 

5:
.
.
.
:

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

. 

.

.

'

;

然
し
’

な
^
ら
之

ポ
ぱ
4 -

濟
P

セジモグォャズ

t
i

^ .
: L

^

_

? >

ば
、へ

^

マン
.

ハ
ィ

^
 

?
ッ

ヒ
.
•キッ

.ゼ
ン

(
H
e
r
m
a
n
n
: H
a
n
r
i
c
b
.

0
0
3かは)

.

.^:
早
”ぐ

:̂

^

一！

V

 

 ̂V

 

シ
.：ユ：
ヴ

.

.

.

.

.

.

.:

:■
:

.. 

.
.

.

.

.

 
.

.

.

.

.

:

 

.

...

.

.

■

■

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

.

. 

.

■■
.

.

.

ィ
ッ
匕

^

於
い
て
.出
版
し
た

 

E
n

t
w

i
c

k
e

l
u

n
g

 

を
 

G
e

s
e

t
z

e

 

d
e

s

 

m
e

n
s

c
h

l
i

&
t

n

 

. V
e

r
k

e
h

r
s

,

 

u
n

d

 

d
e

r

cu'
a

r
a

u
s

£±
»

'

i

e

s
 故 n

d
e

n

 

外 e
g

e
l

n

s ?
r
 

n
l

e
^

s
&

H
c

h
e

s

 

H
a

n
d

 

作
l

n

.

0

M
l i
t '

;f
e

.

o

た
;"
0

« -
:

; n
. e
>

友
人
に
：し

^ :

オ
k

エ
ン
又

•
力
レ
ッ
デ

’
ゆ
哲
嚴
敎
換

 ̂

>

1

 ̂

^
 

 ̂

は̂
カ
ク

,

ツー

(

s :
i

u

s
 K

a
u

t
z
〕

の
H

r

o

r

i

e
 u

n
d

'

 

G
e

s
c

h
i

c
h

t
e

 

d
e

r

 

N
a

t
i

o
n

-

o rk
o

n
.

o
m

i
k;

第
一
部

 

D
i

e

 

N
a

t
i

o
n

a
l

d
k

o
n

o
m

i
k

艮
 

w
i

s
s

b
n

s
c

l
,

 

;

IQO
-:

八8

ー
 

中
に
撤

_

に
、へ 

^

 

^
 

^

.
' 

.

. 

.

.

.

.
 

.

.

. 

.

.

.

人：
.

0
:羊

^
成れ：
：
务
快
樂

#

^

#

:廉の

il
l

:

蜜
十

.

三
卷

.

C

S

一

害

ね

^

^

^

^

の
：
..
浓

九

戤

一

一

一

ネ



へ.

I

I

 

.

(

ニ 

I

 

霞
^

^

議

I

 

:

:
ン
：：  

' 

1

..
'5
P

:

:

 

あ
る

|

ぉ
数
年
以

’

來
却
？

：居

0

4

.

(

ぎ

爽
^
^
^

て
此
；の
書
を

.

求
^

だ
.
.

の
^

知
.

る

ザ
、一#

八
评
七
十

.

で
は
此
；の

*:
:

? :
-

見
^ :

:

 

こ
ど
力
出
漱
な
力
り
た

0
.

然
'
.

る
.

に
此：： .の

：：

§

彼
；̂

は
#

冬

j
.

» ■
_

« :
«

の
@ :

_

电
代
»
い 

.

て
此
の

*

を
發

4

し
て
、之
作
を
歉
ふ
く

 

€

が
：出
：來

1

:

» :
#

^ :

の̂̂
 ̂

歎
つ
た
が
ヱ 

グ
ォ

>

ズ
は
ァ
ダ

A

デ

y

か
&

:

此
0 .

*

0

 

^

 

0

^

 

0

.̂
 

1
5
'
x
x
x
i
i
o
o

 

. 

. 

■
.
.
.

 

.
-
'
:
:
:
.
.

S

最
近
數

S

內
：5

I

H

;ゾ
•力
レ

ッ
デ
の
：ァ
ダ
丄
：ず

 

見
：：

私
の
现
論

'ど
著
：
 

く
類
す
る

» ,
« -

學
の
1 |
1

!

論
‘

收
ー
め
つ

>

あ
岑

^
^

の
獨
逸

#

が
發
：-見
せ
ら
れ
た
乙

S

於
ぃ
て

f

:
嫌
は

.し

S

出
來

：
f

逢

着

し

た

。

洵

に

、

私
：： 

の
理
論
の
主
要

«

念

5:
;
豫
示
せ
る
、大
陸

.
S

い

て

す

|

|

れ
ヾ
迄
•全
.然
知
；ら
れ
な
か
つ
た
#
籍 

の
全
系
ヵ
祢
し
て
ゐ
る

&

に
.於
.い
て
乎
過
平
數
の
人
々
は
私
の
现
論

「

を

&

つ
て
無
意
義

^
.
 

思
惟

•し
て
、

5

1

發
見
す
る
ヒ
云
ふ
不
宰
な
る
地
：位
代
私
は

：

f

が
.の
：で

：：

秦
し
げ
ド
彼
れ
は
其

0

秦
b

 

ム

(
T

h
o

 

屋
 

s

w

i

n

:

v

v

o

n

s

)

k

»

.

へ
も

^
^

し而
し

^

彼
‘

れ
が
其
の

^

新
版
の
業
は
琢
々

€
し
て
進
；、

^

し
な
か
つ
た

。

(
L

e
t

t
e

r
s

 

&
 

J
o

u
r

n
a

l
,

 

o

p

.

c
i
f
p
p
.

 

3
s
7
A
S
a
。

*

れ
は
又
だ

K

ず
ッ

ダ

ス

ゥ

ユ

Si 

F
o
x
w
e
l
l
J

^ :
».
;

し
'て
ば
九
月

V
日
、

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

. 

:

:

ソ
ル
::

ラ
.

ス.

k

對
し
て
は
：同
月
ニ
十
日
附
を
以
つ
：て
、ゴ
ッ

.

，セ
ゾ
の
：著

0 :
:

發
：見
を
報
傲
し
て

〕
^

る
。
 

• 

. 

•

(
i

b
i

d
;

,

 

p
p
；

 

3
%

 

答
0

。 

•

ジ
ェ
グ
ォ

V

ズ
_

前
述
せ
3 .
.
;

が
如
ぐ
獨
逸
嫌

^

知
_

2 :
:

缺
：い：.て
居
づ
た
が
爲
め
に
ゴ
ヴ
ッ
セ

ン'
 

の‘
鸯
を
葡
ひ
乙
；

得
：な
が
，つ

”

た

.の
で
：あ

.

：る
：が
只

v

ム
ー
ナ
ン
が

€ -
.

&

@

:

爲
岭

^
#

 

s

一
 

て
：や

.
 

......

 

...

 

.

.

 

■ 

. 

. 

■

.

?

た
ち
鑛
ん
で
聞

.か
せ
：作
所

ビ
，此

の
.書

0.
記

號

：的

典

分

；
及'び

圖

：
式
@
檢

»

?'
.
か
，&

判
、斷

し

て

、：

劣
¥

.セ

シ

^
、計

算

：? :
-

.簡

.單
« ;

ら
し

.

む
.

る
が
：爲
：め
に
、

«

辨
的
1 «

'

:

_

驗
« ;

:修
^

法
»

^

煥
^

,
. 

.

.

. 

.
'
•
.
.
.
.

靖
滩
し
爾
く
て
彼
れ
の
效
用

_

線
は

.

概
し

*1
:

直
線
：

$

し
.

ー
て
取
€ :

.

響
:§

、
0 .

«

«

を
擧
げ
：

. ^

之
. 

れ
を
雞
じ
，又
：

^

ゴ
ー
ッ
セ
；ン：降
ジ
.ニ

 

.

グ
ォ

>

 

ズ：が
其

0

#

中
^ :

:

龄
：い

.

'

の
"方
程
式

i

^

眞

は

到
»:
せ

る

の«

#

_

乙
■

を
、資
本
及
び
利
子

(

の「

理
論
务

^

^ .
:

0
'

 

>
あ
? :

乙
.ど
、

.

;

.

:

■

•

 

.

.-
■
, 

■

■

.

•

.

.

:■
;.
'

.

■'
.

.

.

.

並ン̂

^ :

共
1

次
：る

«

理
知
«
蠓

 

1

は 

v
l?
a

®

.

0

:

»

'. m
.

. 

.

•

• 

.

の:

間
ゆ
全

§.
何
'等
：
e>
,
_
:似

%.
i
存
：せ
ま
る

Z 

^

0

餘
翁

L;
:
:て
.
ゐ
'る：：

s
;
»
:
^-雨

：：

考

^

.

暑.

：

- 

. 

.•.....•

 

- 

*
•

纖

念
- #

:

1

敦

が
極
ー
め〉

て
：_

著0

 

t

る
を
述
^ .

;

、而
：し

'

て
彼

\

れ

が

一

ノ

千

八

：首

：七
ー
十
：
八

年

八

i

:
忆 

得
i

,

 

A

 

- 

一
 

い 

m

 

5

1

、



二 

'、
錄

九

號

:-
.
i
l
:

_

_
ず
で
、斷

‘じ
：ニぞ
ゴ

.-;
,

$

れ
^

:獨
逸

_

を

«
:む

;@
^
 
を
# :
せ
ざ

.

4し
.
;̂

ふ
、及

_

:

&

#ん
.：ざ
知

^

:
-;
^

.

>之
：
$

:

い

て

；
：ば

、
彼

；
れ

.

が

；
ゴ.' -

ゼ
ゾ
へ
の
著
も

^ ̂

: 

る

Z'
ぞ
の
方
が
巡
か

-k
猶

.

が
ち
し

か
つ
た
の

.

で
あ
气
、:

ジ

ラ
ダ

ォ
.

ン；ズぃ：は
：

#

«

^

?

:

ふ
« :

^

 

«

奪
權

W

就
い
や
全

.

然
: #

關
*

^

あ

を

Z-
ビ
感
主
3 |

ず
る
：を

v

f

な
：

' 

s

 

o

'

:

爾
'

し
'

て
私
0 ;

理
：論
^ . 

初

、
^

て

節

攀

 

る

：
视#

の

：形̂

於

：
S

 

て

^

 

^

 

^

 

^

 

S
.
M 

Q

 

a

論

が

同

時

ド

漸

奇

I c
v

^ -
.

又̂

重

要

な.

る

：
理

.
翁*;
あ

る
？

.

®

_

し

：
で
：
悅

：
に

入

：
る

.

と
.
.

ビ

が

.
屢;\: 

々
，
で

ぁ
.

つ

？

私.
S

S

な

.る
特
色

^
鹰
せ
じ

.
^
&
れ
得

.な

い

乙

を

が

，寒か
.：.

で
あ
る

；0
多
，く
.：0-
%-
'

-

0は
_

か
に
：デ
チ
ビ
ュ 

.ィ
歸
す
可
、
さものであ

.

CS、

又
た
殘
：餘

:0
名

©

-V
中
か
ら
大

.さ
衣
：分

#
:
;は：：ゴ
ッ
セ
ン

k

lw
:當
：
 

V

ら
れ
な
け
れ
ば

^
レ

g

b

r彼

.程

«

傷
ま
し

<■
'
賺
却

*

ら
れ

」

.て
&

0

^
も

の
5:
:

迎
解
せ

.し
め
；
 

尊

»

せ
し

^

る

'{
:
?
於
：：い

.：
^
結
<
:埽

0:
中
代
消

1 '
:去 

^

:v
(
:
'.:
.
f
c:
ら
 

J

f

J

tf ;
o
r
5
r
,
^.
，
d
t
.
'
P
F
L
:
^
x
3
^
-
x
x
;
X
^
H

s;
^
^

i

l

l

l

.

i

8

i

i

i

i

i

i

i

8

l

i

i

i

i

i

^

i

l

l

i

i

l

l

f

e

l

l

l

l

l

l

i

^

^

l

^

B

3

i

«

B

.

n

.

.

^

:
,
.
.
.
-
.°
.
.
L
_
U

..■-.

'.-
-—
§

.

.

..

.一. 

.

.

. 

.

.

.

.;

.■.
 

.
■
■:
.
. 

.
V 

.■.

.

.
:
.
.
.
.
.
.

 

て
.
：
：
：
.

:

.

. 

...
■
■:
.
.
.
.

.

.

.

.

. 

' 

一
；

.

.

. 

■ 

.

.

.

.

.

. 

.

.■
■.
 

. 

.
■■
.
: 

.:■
■

:

■
..
.

-

其
：か
著

_

u

'士：弗
間

©:
齡

.«
-

©

錬 

，

謂

を

コ

：
ス
f

1

-
.
.
. 

. .
' 

,

.

沿

襄

：間

界
.
.^
對

ゎ

，
て

「

衍

:;
^
為

所

0
:
:ぶ

の

：
七

：
彼

(

_

は

：̂

へ
々(

..w
n
t
w
i
c
k
,

I

 

r 

J

,

 

v

q

^

e

?

v

-

s

な
.

：>

: «

李
張

.

せ
々
梦
ャ

‘

セ)

顏

S

S
 
$

.

0

玉
十
八
年
碑 

S

 
 ̂

 ̂

赍

や

：
淹■

,§
:
名

.ヒ

本

く̂

.た

蛾

：
^

味

：

關
上

^

禅
ん
、ず
何

*

:

を

も
.

知
：:̂
Z 

;

?

^

^

-

^

^货
:'
?
一

 

然

：
:1
'

ード
»

0 '
'

-

像

レ-

才
シ
‘

.

フ
.V

ラ
：ス

.

は
ジ
;x

.

.

.

- 

•
-
.
.
.
.
,
. 

• 

•
.
.
.
.
. 

,
. 

•

ゃ

■

實

を

知

;^
得
：̂

:る「

旨

女

傅

>
.れ
。
マ
.

^

 

^

«

ソ

グ

、
フ

，
ス

.；
が

：
自̂

备

拆

ト

公

：に
；す

る

か

_

し
ー
1

V̂ 

.

.

.

.

.

「

■:
•
:

....... 

■ 

. 
ノ. 

.
:..

€

评

^
め

名

-5
:
.
:以

^
ー
 

V

T

«

^

m
i«
の
：雜
：儲

-^
之
：参

^

^
表

货

：“

ー̂

;-
?
.
^
^
,
:

廣

ん

^:
:
ぬ
’る
、
、

.

.

. 

• 

•
 

•

J
o
u
s
a
t

 

o
p--
:
c
i
t
>:
p
. 

4
3
r

)

:o
..
.

.
ン

■'
:
•
•••
:
.
:•
,■'
:■■■

■:;

•
»•
•■.‘

.

..
;■
.
. 

. 

■'

.

. 

. 

.
, 

V 
.■.
.
.
./
:
.
-
.
.
. 

.

.

. 

'

.

.

.

.
'
.

.■
■
■.バ
：
‘.
.
.
，
士

 

.
，
.
い

 

V、..

チ
.
;*
:
.
.
.
:
:

フ
：
.
.
.
.
：
：
■

'「

.：
、
. 

V...

■■
■
■..
 

ノ

ト：
，

'■:
:

:

.
 '■.
 

. 

:
、

、
■■
,■;
.

(

.：

、.
.へ
.
.
\
.
い
.ノ
.
.：'
ノ
.

.

. 

.

..•
•
.
.
.
.
.
:
•

w

:

.

5

'

f

デ.

ズ「

，^ ;
1
:
.
;
.千

：八

鑛%

十
®

豪
爾
汾

1

;

,

4

柘
任
命
せ

^

れ「

_

■

筆

f

' 

3

g

l
 

瘦

？

：
:

:
:.

■
■:■
■

■

.

:

ヨ

—

一



' 

:

_

ー
ナ
写
卷 

A
.
- 

::
餡：_

S
J
:

/

響
*

せ
る

J

®
--
n

;:
^
:-
>
も
：七り
：

.若
レ
：少壯
：學へ者

^

_

_し：汝
。；

*.
-
.典

^

_
 

ァ：ポ

'フ
'
.レ；ッ

ドノ
.了
1

>

ャ：
が 

v

s
, f

d

 

パ M
a

^:a
i

l
5

.
_ 

. 

. 

■ 

-
• 

..

..

 

.
1 

.

.

.

*

.

.

.

.

ゥ
テ
ぞ
宛
て

0
#

«

«

-{
i

.:
o

'

L

e

t

t

i

e

r

s

&

'
 

J
o

u
r

n
a

l
,

 

p
.

Î
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